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大モントリオールで
人工知能に投資する
多数の理由

旧港、大観覧車、モントリオール都心部
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力強く成長し続け、戦略的な位置を
保持する北米の大都市

人口
 420万人の居住者
 23%が海外生まれ (モントリオール市には34%)

経済
 2018年度のカナダにおいて経済成長が最高：

GDP3.6%増
 失業率（2018年度）：6.1%

 2018年度に2億5千万ドルもの海外からの直接投資
がMontréal Internationalを通して行われた

配置
 １つの大都市圏で82の市町村を含む
 ボストンやニューヨークから
たった90分のフライト

 アメリカの国境まで車で1時間以内

出典：Conference Board of Canada, 2019年; Statistics Canada, 2019年; 
Montréal International Analysis. 
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世界のGDPの70％が
目の前にある

NAFTAやCETA、CPTPP、その他12の現行の
自由貿易協定 * のおかげ

1億5千万人の裕福な消費者、
そして合計55兆ドルのGDPへの直接のアクセス
（世界の商品・サービス生産高の70％）

G7のすべての国と自由貿易協定を
持っているのはカナダのみ

* 北米自由貿易協定 (NAFTA)、カナダEU包括的経済貿易協定 (CETA)、環太平洋
パートナシップ協定 (CPTPP)

出典：Invest in Canada, 2019年; The World Bank, 2017年。モントリオール旧港
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高品質の交通インフラへの
アクセス

 2018年度には1940万人の乗客(6.9%増)

 119ヶ所への国際線を含め（内28ヶ所がアメリカ国内)

、150以上の目的地への直行便があり、カナダの最も国
際的な空港である

 5年間にわたる250万ドルの大規模な投資

 カナダで2番目に大きい港で、カナダ東部で
1番目のコンテナ港

 3800万トン（36％がコンテナ貨物）の商品が毎年通過

 今後数年にわたる大規模な投資が発表されている

出典：Aéroports de Montréal, 2019年; Montreal Port Authority, 2017年; CargoM, 
2019年。 モントリオールのピエール・エリオット・トルドー国際空港 © ADM
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付加価値の高い業界で世界的なリーダー

出典：MILA; Québec Film and Television Council, 2018年; Game Industry career guide, “Best cities for video game development jobs”, 2015年; Statistics Canada, 2016年; U.S. 
Bureau of Labor Statistics, 2016年; Montréal International Analysis。

大モントリオールにある
主要企業一覧

2番目
北米で2番目に
大きい航空宇宙の
拠点

6番目
北米で6番目に大きい

生命科学・医療技術の
拠点

1番目
視覚効果とアニメーション
においてカナダで1番で
世界のリードしている

1番目
世界で深層学習
の研究者が多い

5番目
家庭用ゲーム開発
の世界的な拠点



7 モントリオール都心部

世界的な規模の
人工知能の拠点

 人工知能分野への1億ドル以上の投資が2016年から
大モントリオールで見込まれている

 カナダ政府はモントリオールをSCALE AI (カナダ
の人工知能サプライチェーンのスーパークラスタ
ー) の拠点として選出

 より良い世界を目指す勢いのある団体と主要な企業
が揃っている

出典：MILA; Montréal International Analysis。
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急増するスタートアップの
エコシステム

 世界でも屈指のスタートアップの
エコシステムの一つ

 2018年時点でモントリオールに8億6100万ドルの
ベンチャーキャピタル金融 (29%増)

 30を優に超えるインキュベーターや
アクセラレーター

 45を超えるコワーキングスペース

出典: “Global Ecosystem Report”, 2018年; “Montréal Startup Ecosystem Report”, 
Credo, 2016年; “Midterm Report” – Smart City, 2017年2月; Canadian Report 
“Money Tree”, PwC Canada | CB Insights, 2019年。Crew Collective & Café コワーキングスペース © Susan Moss
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カナダの中で一番高度な技術職が集中

出典：“The State of Canada’s Tech Sector”, Brookfield Institute for Innovation and Entrepreneurship, 2017年; “Tech Talent Analyzer”, CBRE, 2018年。

さらに
大モントリオールには
カナダやアメリカの
大きな主要都市の
中でも 5番目に高度な
技術職が集中している。
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アメリカ大陸で一番の学生都市で
大学が一番多いカナダの都市

 カナダで大学が最も多い：11の大学と60の専門学校

 201,000人の大学生と35,500人の留学生を含む、

320,000人の高等教育を受ける学生たち

 大学レベルの研究のための1億ドル以上の基金

 アメリカ大陸で一番の学生都市：

出典: QS Best Student Cities in the World, 2018年; Ministère de l’Éducation,
du Loisir et du Sport du Québec, 2016年; Research Infosource Inc., 2017年。
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カナダでバイリンガルやトライ
リンガルが最も多い大都市圏

 英語を話す人の割合がバンクーバーより９％多く、

250万人もいる。

 人口の55%がバイリンガル（英・仏）である

（トロントは8％でバンクーバーは7％）。

 人口のほぼ20%が3つ以上の言語を流暢に話せる

（トロントは4％でバンクーバーは3％）。

出典：Statistics Canada, 2016年。Village au Pied-du-Courantとジャック・カルティエ橋 © Montréal International
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様々な事業に
とても魅力的な経営費

 およそ、大モントリオールでの経営費は
カナダやアメリカの他のどの大都市圏よりも低い

 平均して、高度な技術職の業界で26%以上のコスト
優位性がある：

出典：fDi Benchmark, 2019年。 レナード・コーエンの壁画 © Henry MacDonald
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最も低い技術労働者の給与

大モントリオールの技術労働者の給与が平均で74,200

米ドルで、カナダやアメリカの中で一番低い。

出典：“Tech Talent Analyzer”, CBRE, 2018年。
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非常に有益なインセンティブへの簡単なアクセス

注
* LGレート：負荷率 95%の120キロボルトの供給のための、電力の輸送・配電を含み5000キロワットを超える、大電力の請求が対象。該当する場合、経済成長率による低減も含める。

業界別の税額控除

 映画と動画制作：38％まで控除

 マルチメディア制作：37.5%まで控除

 電子商取引の開発：30％まで控除

 国際金融センター：24％が控除

大規模な計画とイノベーション

助成金、無利子の融資、キロワット

当たり3.98セントという大電力の競争的な

低いレート*など様々な支援が利用可能

労働力成長

助成金の事例：

 研修プログラムの適用費用の25%

 人事部の創設費用の50%

研究開発

 研究開発費に30％までの税額控除

 外国人研究者や専門家のための免税期間

多くの税額控除が還付可能：

税額控除により納税額がなく

ても、税額控除分の還付金を

受領できる可能性あり
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大モントリオールは北米や西欧の他の大都市よりも生活費が
安く済む：

大モントリオールで購買力が高い理由：
 安価な住宅
 豊かな家族手当
 低額の民間医療保険費
 手頃な子供手当

安価な生活費

* 順位の高さは生活費が高いことを意味する。
出典: “Cost of Living Survey”(生活費調査), Mercer, 2018年。

モントリオールのSaint-Louis Square

Mercer生活費指数
生活費が高い都市ランキング（209都市中）*
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快適な生活

モントリオールはミレニアル世代にとって
世界で2番目に良い都市である：

 殺人発生率がカナダやアメリカの
主要大都市圏20の中で最も低い

 無料で提供される医療手当

 北米で最も低い学費

 100以上の催し物と70の博物館があり
活気のみなぎる文化的な主要都市

出典: “Millennial Cities Ranking”, Nestpick, 2018年; “Quality of Living Survey”, Mercer, 
2017年; Federal Bureau of Investigation, 2018年; Statistics Canada, 2018年.
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世界的な認識

カナダで1番、世界で6番目の都市
TimeOut, 2019年

アメリカで最も評判の良い都市
Reputation institute, 2018年

アメリカで一番の学生都市
QS Best Student Cities 2018年

カナダとアメリカで最も生活し易い主要都市
UBS prices and earnings, 2018年

北米で最も自転車に優しい都市
Coya, Global Bicycle Cities Index, 2019年

世界で3番目に友好的な都市
Rough guides, 2016年

2006年よりユネスコデザイン都市に認定

北米における国際交流イベントの有力開催都市
国際団体連合、2018年

モントリオールのオリンピックスタジアム © Parc olympique



「モントリオールの世界規模の才能と創造性の
唯一のエコシステムと製造力を活用して、世界
の倫理的人工知能の適用を進めたいと思ってい
ます。」

タレス・グループ
会長兼CEOケーン・パトリス(Patrice Caine) 氏

「私たちのモントリオールへの取り組みは、
モントリオールのオフィスから始まりました
。モントリオールにGoogleブレインセンタ
ーを開設し、モントリオール学習アルゴリズ
ム研究所（MILA）を支援するための450万ド
ルの投資[…]もその一環です。モントリオー
ルの専門性の高まりは、国際的な注目を集め
ています。」

グーグル・ケベックの常務、ラモッテゥ・マ
リジョゼ (Marie-Josée Lamothe) 氏

「大モントリオールは、大学、研究機関、産
業界、そして政府間の非常に開かれた協働の
精神と共に、生命科学の企業に非常に心地良
い環境を提供します。また、モントリオール
インターナショナルが提供する戦略的サポー
トについても、彼らのパートナーと共に、当
社の成長に積極的に貢献してきました。」

メドトロニック（カナダ）の社長
フレーザー・ネイル (Neil Fraser) 氏

「他の地域でもこれらの重要な成功要因の1

つ以上を提供してくれますが、大モントリオ
ールはそれらを私たちのニーズと密接に連携
した社会経済的モデルに組み合わせることに
成功したので際立っています。」

ユビソフトモントリオールの総務部の副社長
バイエ・フランシス (Francis Baillet) 氏

「私たちは本当に賢い問題解決者を雇うのが好
きです。そして、ケベック大学は我々が必要と
する種類の才能を生み出しています。私たちの
（モントリオールに居を構えることにした）決定は、
ローカル市場でのスキルの利用可能性、市場規
模、コスト、現地のインセンティブ、大学プロ
グラム、卒業生の数を調査した市場調査に基づ
いています。」

モルガンスタンレー
在モントリオール技術センター
常務ベスプリニ・アラン (Alan Vesprini) 氏

「マイクロソフトは、モントリオールの学部
、学生、そしてより広範な技術コミュニティ
と交流することに興奮しています。これは、
AIの研究とイノベーションの世界的なハブと
なりつつあります。」

マイクロソフトの社長
スミス・ブラッド (Brad Smith) 氏



Montréal internationalの無料な、きめ細やかで高い機密性を誇る
様々なサービスへのワンポイントアクセス

長期の
戦略的支援

経済データと
コミュニケーション

サービス

政府
関係促進

投資プログラム
支援

国際的な
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